
































                                                                 










(1) a. あの人は優しい。       ［属性叙述］ 















 b. 事象叙述：ある時空間に実現・存在する事象（現象）を表現するもの 
（益岡 (2000 :39)） 
 





(3) a. 太郎は（その時）鋭い目をした。      ［事象叙述文］ 


























 影山は、この 2 種類の叙述の違いは、意味的（または品詞的）な問題としての
み捉えるものではなく、統語的な現象にも深く係わっているとし、例えば、(3)










(4) a. 太郎がしたのは｛鋭い／優しい｝目です。 





(5) a. 花子は面白い考え方をする／した。 







 第 2 節にて「青い目をしている」構文の意味的特徴と統語的徴について、それ
ぞれ、佐藤（2003）と影山（2004）を中心に概観する。次に第 3 節にて「方をす
る」構文の意味的、統語的特徴を、「青い目をしている」構文と比較しながら、
記述する。第 4 節でまとめ、今後の課題を述べる。 
                                                                 
2 これまで「考え方」「咲き方」など「方」名詞句自身における「～方」の意味的な特徴及びその統語
的な特徴として構造及び「方」に付加する動詞の項の現れ方に焦点が当てられ、多く研究がなされて
きた。井上 (1990), Fukui & Nishigauchi (1991), Sugioka (1992), 影山 (1993), 伊藤・杉岡 (2002), 藤巻 
















(6) a. 出張をする：動名詞 ＋ をする 
 b. テニスをする：スポーツを表す名詞（事象名詞）＋ をする 
 c. 怪我をする：経験を表す名詞（事象名詞）＋ をする 
 d. 忘れ物をする：動詞 ＋ 物（事象／個体）＋ をする 
 e. ネクタイをする：衣類／着脱物（個体）＋ をする 
 f. 警察官をする：社会的な役割を表す名詞（個体）＋ をする 
























のであると考える。「根源的属性」とは、対象 X が X として成り立つ以上

















 b. *太郎は黒くて大きな鞄をしている。 
(9) a. 太郎は優しい性格をしている。 
 b. *太郎はあつい情熱をしている。 
(10) a. あの郵便ポストは変な形をしている。 












(11) a. 彼女は*（澄んだ）目をしている。         （影山  (2004:23)） 
















(12) a. 彼女は、目が澄んでいる。 







(13) a. *君は｛太い脚／青い目／ギスギスした性格｝をするな。 
 b. *彼女は、今だけ青い目をしている。 
 c. *彼女は、その瞬間青い目をした。 
 




(14) a. *彼女は｛その澄んだ目／それ｝をしている。    （影山 (2004:23)） 
 b. *太郎は｛その優しい性格／それ｝をしている。 





















(15) a. *澄んだ目が彼女にされている。 













                                                                 
7 ただし、かき混ぜによる移動は可能であるので、ここに追加しておく。 
 (i) 青い目を花子はしている。 












(16) a. 花子は、面白い／古い考え方をしている。 
 b. この花は、不思議な／美しい咲き方をしている。 
 c. このおもちゃは、ひどい／微妙な壊れ方をしている。 







(17) a. この山は、厳かなそびえ方をしている。 













 (i) *その山は、厳かなそびえ方をする。 




(18) a. 花子は、素敵な育ち方をしている。 
 b. このパンは、おかしな焼け方をしている。 
 c. この葉っぱは、不思議な落ち方をしている。 
 d. その岩は、面白い転がり方をしている。 




不自然であるとされる（Miyagawa (1989), Tsujimura (1988)）。 
 
(19) a. ?*誕生をする/?*解凍をする/?*蒸発をする/?*到着をする/?*流行をする 








(20) a. 変な歩き方をすると足を痛めるよ。 















(21) a. 花子は、*（面白い／古い）考え方をする／している。 
 b. この花は、*（不思議な／美しい）咲き方をする／している。 
 c. 花子は、*（上品な）笑い方をする／している12。 
 d. 彼は、*（変な）歩き方をする／している。 






(22) a. *太郎は、素敵に、生き方をしている。 
 b. *この小屋は、ひどく、壊れ方をしている。 
(23) a. 太郎は、素敵に生活をしている。 
 b. この小屋は、ひどく倒壊している。 


















(24) a. 花子は、考え方が面白い。     <= 「面白い考え方をする」 








(25) a. 太郎が大声で笑っているが、花子も*そうだ／そうしている。 
 b. 太郎は面白い考え方をしているが、花子もそうだ／*そうしている。 














(26) a. 太郎は（*今日は）青い目をしている。 (=(3b)) 
 b. 太郎は｛生まれつき／今日は｝優しい目をしている。 (=(3c)) 
 c. 太郎は｛生まれつき／今日は｝おかしな笑い方をしている。 
(27) a. 太郎は、目が（*今日は）青い。         ［属性］ 
 b. 太郎は、目が｛生まれつき／今日は｝優しい。   ［属性］［事象］ 










(28) a. *花子は、その面白い考え方をしている。 
 b. *この花は、その不思議な咲き方をしている。 
 
杉岡（2018b）で示されているように、以下の下線部全体を「そう」で受けるこ
                                                                 



















(30) a. *太郎は面白い考え方をしているが、花子も｛そう／それを｝している。 













(32) a. *花子がしているのは、古い考え方である。 
                                                                 
16 「青い目をしている」構文と同様に、かき混ぜは可能である。 
 (i) 面白い考え方を、太郎はしている。 




 b. *太郎がいつもしているのは、面白い笑い方である。 
(33) a. 花子がその時したのは、おかしな笑い方である17。 








(34) a. 太郎は変な読み方をしている。 
 b. この本は大人から面白い読まれ方をしている。 ［受身＋方］ 
 c. 太郎は子供に変な走らせ方をしている。    ［使役＋方］ 
 d. 太郎の小説は、奇妙な書き始め方をしている。 ［統語的複合語＋方］ 
 





 (i) a. *この本は大人から面白い読み方をしている。 
 b. この本は大人から面白い読まれ方をしている。 ［受身＋方］をする 
 c. この本は大人から面白い読み方をされている。 ［能動＋方］をされる 
 (ii) a. *太郎は子供に面白い走り方をしている。 
 b. 太郎は子供に面白い走らせ方をしている。   ［使役＋方］をする 
 c. 太郎は子供に面白い走り方をさせている。   ［能動＋方］をさせる 












(35) a. この本は子ども達から面白い読まれ方を（わざと）されている。 




て慣用句が現れること（Sugioka (1992)、影山 (1993) ）から、当然可能となる。 
 
(36) 「方をする」構文と慣用句 
 a. 太郎は、ひどい口のきき方をした。    「口をきく」 






 a. *太郎は広い顔をしている。    「顔が広い」 
 b. *次郎は黒い腹をしている。    「腹が黒い」 
 
これは、もともと「青い目をしている」構文と「方をする」構文の構成要素の違





 (i) 三郎はいい腕をしている。    「三郎は腕がいい」 














 a. …［口のきき方がすばらしい］… 
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